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土を用いた観察・実験
－土のはたらきや生物との関わり－

１．ねらい

植物の生長について、児童は、第３学年から、ホ

ウセンカやヘチマなどの植物を教材として用い、そ

の栽培を通して、生長過程や水・空気・光・土など

とのかかわりを学習している。土は植物にかかわり

が深いものでありながら教材として取り扱われるこ

とは少ない。その原因として、土に関する観察・実

験は植物の生長との関係を調べることが多いため、

継続した観察が必要となる。このことから敬遠され

がちになっていることが考えられるので授業展開と

して、観察・実験の内容が１単位時間に収まるもの

が望ましい。

ここでは、土に関する観察・実験として、短時間

で行えるものを紹介する。また、土の中で生活する

小動物の同定やそれらの生物による落ち葉などの分

解の様子を学習させながら、環境学習と関連させた

教材を紹介する。土に注目することによって、そこ

に生息する小動物のはたらきと植物の生長との関係

を考察させ、生物相互のつながりを実感させたい。

２．土の保水力を調べる実験

準備

河原などの野外で土や砂を採取する。このとき、

それぞれの採取場所について、植物の生育の様子な

どを観察しておく。

方法

① プラスチックコップの底に穴を開け、その穴に

ガーゼを差し込んで固定し、ガーゼの半分程度をコ

ップの外にたらす(図１）。

② このコップをいくつか準備し、採取してきた土

や砂を同量（200ｃｍ ）ずつ入れ、それぞれのコッ３

プを図１のように容器で受ける。

③ それぞれのコップに水100ｃｍ を注ぎ込み、し３

ばらくして容器にたまった水の量を調べ、比較する。

３．土の中の空気の量を調べる実験

方法

① 採取してきた土や砂をプラスチックコップに

200ｃｍ 入れ、そのコップごとさらにビニール袋に３

入れて、ビニール袋の口にガラス管をしばりつける。

ガラス管にはあらかじめピンチコックをつけたゴム

管を取り付けておく。

② 水槽の中でビニール袋に入った空気を押し出し

て、ゴム管をピンチコックで閉じる。

③ 図２のように、ビニール袋の底の一部をはさみ

で切り取って穴を開け、水を浸入させて土の中の空

気を追い出す。出てきた空気を捕集し、体積を調べ

る。

４．土の中の有機物を確認する実験

図１ 土の保水量を調べる実験装置

図２ 土中の空気量を調べる実験



実験の概要

○土を焼いたとき、有機物が燃える臭いがするか。

また、煙が出るか。確認する。

○自然の土と炎で焼いた後の土の色を比較する。特

に、黒い腐植の色が消えるかを確認する。

準備

各地点で採取した土、ガスバーナー、目の細かい

金網など

方法

① 図３のように、金網の上に１ｇの土をのせ、ガ

スバーナーの炎の中に入れる。約10秒間その状態を

保ち、その後、炎から出して臭いをかぐ。また、そ

の時に煙が出ているかを観察する。

② 煙の観察のために取り出した土を再び炎の中に

戻し、さらに約１～２分間充分に焼く。

③ 炎から取り出した土が冷めたら、加熱前の自然

の土と色を比較する。

５．土の中の小動物の観察や環境の調査

準備

50㎝四方の調査枠、ポリ袋、白い布または模造紙、

ふるい、ツルグレン装置などを準備する。

方法

調査する地面に50㎝四方の針金やひもを用いて作

った調査枠を当て、枠内の落ち葉や腐植をポリ袋に

入れる。また、その下の土を深さ約10㎝まで堀り取

り、ポリ袋に入れる。これらのものを白い布または

模造紙の上でふるいにかけ、落下した小動物をルー

図３ 土中の有機物を確認する実験

ペで観察する。このときに次頁の検索表で小動物の

名前を確かめると共に、その動きなども見ておく。

土の中の小動物の捕獲にはツルグレン装置も有効

である。この装置に必要なスタンド、ろうと、ビー

カーは理科室にあり、網は網戸用のものや百円ショ

ップ等で手に入る目の細かいざるが使える。電球は

60ワットの白熱球を用いる。この装置によって土か

ら追い出した小動物を生きたまま観察する場合は水

の中に落とし、固定する場合は70％アルコール（ア

ルコールは70％の時に殺菌力が最大になる。）の中

に落とす。授業に合わせ、土の量を増減させて２～

12時間白熱球を点灯させる。

捕獲した小動物の検索ができたら、自然度（自然

環境の残り具合）を計算する。下のＡ、Ｂ、Ｃの各

生物群は、その順に、環境変化や自然破壊に弱い順

となっている。自然度の計算は、各群ごとに見つけ

た生物の種類数ａ、ｂ、ｃをまず調べる。次に、ａ

×５＋ｂ×３＋ｃ×１を計算する。この数値が大き

いほど自然度は高い。

Ａ群

ザトウムシ、コウガイビル、陸貝、

ヤスデ、ジムカデ、アリヅカムシ、

コムカデ、ヨコエビ、イシノミ、

ヒメフナムシ

Ｂ群

カニムシ、ミミズ、ナガコムシ、

オオムカデ、イシムカデ、シロアリ、

ハサミムシ、ゴキブリ、ワラジムシ、

ゴミムシ、ゾウムシ、甲虫の幼虫、

カメムシ、カマドウマ

Ｃ群

トビムシ、ダニ、クモ、ダンゴムシ、

ハエ・アブの幼虫、ヒメミミズ、アリ、

ハネカクシ
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